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問　題　意　識
　最近，とくに60年代後半からのソビエト心理学は，心理学における「機能主義」，「機械的決定
論」の克服という方向で，急速に進展しつつある。具体的には，「人格」，「人格と活動」を中心と
して心理学を再構成しようとする試みであり，まだ「見通し」の域にとどまっているとはいえ，〈人
格的アプローチ〉の展開である。
　この考察の意図は，このようなソビエト心理学の動向を，心理学のひとつの「公的水準」を示す
ものと考えることができる，教育大学用教科書，参考書などを中心にたどろうとするところにあ
る。
　いうまでもなく，教育学においては，現在でも，「教育とは何か」，「教育学とは何か」など学問
の本質にかかわる基本的問題が問われつづけている状況にある。こうした状況との関連で，私的な
関心についてのべれば，この考察の意図は現代教育学の〈原点〉，カ・デ・ウシンスキーにたちか
えることと結びついている。ウシンスキーには，主著「教育の対象としての人間一教育的人間学試
論」があり，ここで「教育の対象としての人間」が当時の科学の水準にたってマキシマムにとらえ
られているのである。ウシンスキーは，「もし，教育学が人間を全面的に教育しようとするのなら，
教育学はまずもって人間を全面的に知らねばならない」，しかも「人間を，現実の人間がいかなる
ものかを」知らねばならないと考えているのである。ウシンスキーは，そのための科学として「人
間科学」一人間の解剖学，生理学，病理学，心理学，論理学，言語学，地理学，統計学，政治経済
学，歴史学など一を提起しているのである。
　「現実の人間」を知ろうとすることは，現代では何よりもまず，人間のく人格〉を知ろうとする
ことを意味するといってよいであろう。よく知られているように，この問題についてのべ・ゲ・ア
ナーニエフのプランは，つぎのように，「多種の科学の複合（哲学的，社会学的，法律学的，教育
学的）など」を含んでいる。（1，85）
　もちろん，こうした「複合科学」において心理学のしめる地位は〈特別〉なものである。心理学
についていえば，「実際に，人格は多くの科学一哲学，社会学，倫理学，文芸学，法律学，教育学，
医学など一の対象ではあるが，これらの科学のどれひとつとして心理学ほど全面的に人格を研究す
るものはない」からである。（14，111）
　したがって，この考察は，教育の対象としての人間一人格一をより全面的，多面的にとらえるた
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めの「予備的作業」と位置づけている。まず，ソビエトの心理学の教科書，参考書などにおける・
心理学の対象，構造と人格の問題を概観し，「心理学」における人格の問題の展開をたどり，さら
に人格理論とその方法論的概念〈人格的アプローチ〉についてふれてみたい。
1　「心理学」と人格の問題
1．　中等学校用教科書，「心理学」（チェプロフ，第4版，1950年）（1）
　チェプロフは，第1章「心理学の対象と課題と方法」で，心理学を「人間の心理的現象を研究す
る科学」と規定し，その研究対象として①心理的過程，②人間の心理的特性をあげている。心理過
程とは，「心理的過程のそれぞれ異なったすがた」，すなわち，知覚，記憶，思考，感情，意志など
であり，人間の心理的特性とは，「それぞれの人間を他の人間と区別して特徴づける心理的特性」，
個人の興味と能力，気質と性格などを意味していた。（25，9－12）
　教科書の第12章は，「人格の心理学的特徴づけ」であり，その第1節が「人格の心理的特性」で
ある。ここでは，「心理的特性がまったく同じ二人の人間をみつけだすことはできない。それぞれ
の人間は，かれをそれ以外の人間と区別する幾多の特性をそなえており，これら諸特性の総和がか
れの個性を形成する」，「人格の心理的特性をいうばあいに，われわれは，その本質的な，多かれ少
なかれ強固な，恒常的な諸特殊性をさしていう」とのべられているだけで，人格についての規定は
ない。（25，311）第2節からは，興味，能力と素質，気質，性格が，かんたんにとりあげられてい
るだけである。
2・　教育大学，外国語学部用参考書，「心理学講義」（アルテモフ，第2版，
　　1958年）（2）
　第1講「心理学の定義と対象」で，心理学の対象は「物質の心理的特性，いいかえれば心理現
象」であり，したがって，心理学とは「心理現象の条件，特性，法則を研究する科学」と定義され
ている。（2，9）そして，第1講の2「心理学の対象」では，心理的現象の「唯物論的解釈」の系譜
にページがさかれている。ここでは，ベリンスキー，ゲルツェン，チェルヌィシェフスキーにつづ
いて，セーチェノブとパヴロフ，さらにレーニンがとりあげられている。「セーチェノブの思想を
発展させた」パヴロフの評価はつぎのようなものである。（2，14）
　（1）心理的過程の科学的理解のためのゆるぎなき生理学的基礎を確立した。パヴロフによって，心
理の研究には「人間と動物の高次神経活動の生理学的メカニズムと法則について深い知識」が必要
であることが明らかにされた。パヴロフの学説は，生理学だけでなく，心理学におけるあらゆる観
念論に向けられている。
　（2）パヴロフは，観念論的心理学には反対したが，「すべての心理学」に反対したわけではない。
7xe買鴻tは，ソビエトの唯物論的心理学を高く評価している。
一3一
　アルテモフの第32講は，「人格の心理学的特徴づけ。性格」である。アルテモフは，人格の心理
学的特性の問題について，この問題は「非常に複雑であり，いまはまだ心理学であまり究明されて
いない」とのべている。
　（1）「人格と社会の相互関係についての問題は，その複雑さのすべてにおいて人間の人格を理解す
るための本質的で，重要な問題のひとつであり，その正しい解決はマルクスーレーニン主義によっ
てはたされる。それぞれの人間の人格は，かれが生きている時代の社会的関係の総体によって規定
されている。人間の人格は，社会の物質的，精神的生活の条件のもとにあらわれ，発達する」。
　（2）「しかしながら，人間の人格の心理学的特性は，時代やかれの階級的所属と無関係である」。
　（3）人格の心理学的特性，すなわち，その性格，気質，才能は，その発達において相互に密接に結
びついている。
　（4）パヴロフとその後継者たちによって解明された人間の高次神経活動のタイプが，それなしには
人格の心理学的な理解が不可能になる，人間の人格の生理学的研究の対象である。
　（5）それぞれの人間に固有の性格，気質，才能は，人間一般としてでなく，ソビエトの人間の性
格，気質，才能として研究されねばならない。（2，387－388）
　こうして，アルテモフは，「ソビエトの人間の人格の基礎一先進的世界観」，「ソビエトの人間の
性格の基本的特徴」について，具体的に説明しているのである。
3．　「心理学」（イワノブ，第3版，1959年）（3）
　「心理学の対象」では，心理学は，「心理についての科学であり，心理のあらわれと発達の法則
性についての科学である」とのべられている。イワノブにとって，「心理」とは「心理的現象の総
体」を，すなわち，①心理的過程：感覚，知覚，記憶，想像，思考，言語，注意，感情（情緒），
意志など，②「心理的特性，あるいは個人的特性，人格」：気質，性格，能力と素質，興味などを
意味していた。そして，「心理」は人間と動物にだけ共通のものであり，人間の心理と動物のそれ
とのちがいは，「人間には特有の高度な心理的生活の形態一意識」があることにあるとし，人間を
「意識的存在」ととらえている（Chelovek　javljaetsja　sushchestvom　soznateljnym）。（4，3）
　イワノブは，心理的過程を①「認識過程」，②「情緒的分野」の過程，③「意志的分野」の過程
に分類している。そして，「それぞれの心理的過程はほかの過程と不可分の関係にある」としてい
る。このことは，心理的なものの研究においては，それぞれの過程をほかの過程から〈抽象〉して
とらえることと矛盾はしていない。イワノブにとって，それが「心理学」全体に貫かれているかと
いう問題はのこるが，「心理は統一的であり，全体的である。この統一性と全体性は，何よりもま
ず，大脳の統一性と全体性に制約されている。心理的生活のすべての分野：知的，感情的，意志的
一これは人格の現象である。人格が世界を認識し，人格がいろいろな感情を経験し，そして人格が
行為するのである」と認識されているのである。（4，9）
　イワノブの「心理学」の第1節，第3章「心理の発達」の第4節は，「人格」にあてられている。
そこでは，「われわれは，具体的人間を人格と名づける。それぞれの人間は，社会の一員であり，
一4
ソビエト心理学における人格の問題
歴史的に形成された一定の社会関係の条件のもとで生活し，行為している。」とのべられている。
（4，68）〈人格としての人間〉の基本的特徴がその社会性にあると把握され，フォイエルバッハと
の対比のなかでマルクスのテーゼがとりあげられている。「ほかの人びととの関係をとおしてのみ
人間は意識的存在になり，心理的生活の内容をかくとくするのである。この関係が豊かで，多様で
あればあるほど，人間の心理的生活も豊かで，内容の多いものとなる。」（4，69）
　そして，イワノブは，人格の特徴として①欲求，②傾向（napravlennostj），目的志向性，③世界
観をとりあげるのである。欲求は，人間が存在し，生活していくうえでの「必要性の経験」ととら
えられ，人間には生物的欲求のほかに，より高度の欲求：認識的，社会的，道徳的，美的欲求など
の人間だけに特有の欲求があり，「人格としての人間は，自己の欲求を意識的，理性的行為により
満足させる」とのべられている。（4，70）傾向は目的志向性と同義語として把握され，「人格はつ
ねに何んらかの目的，何んらかの対象に向い，目ざしている」と説明されている。人格の同じく
「本質的特徴」としての世界観の存在では，「世界観は，世界観に合致した志向，行為，行動が人
格の欲求になったとき，信念になる」ととらえられている。（4，71）
　さらに，イワノブは，こうしたく心理的特徴〉だけに人格をみているのでなく，「オルガニズム
ー人間の身体も人格の組成部分である」，「われわれは，人格としての人間について語るとき，人間
のすべて，その意識，そのオルガニズムを考えている」とつけ加えているのである。（4，72）
　イワノブの「心理学」の第3部は，「人格の個人的，年齢的特性」である。イワノブは人格とし
てのそれぞれの人間は，「かれの全生活のなかで形づくられ，発達させられた，自己の個人的特性
をもっている。気質，性格，能力，素質，興味が人格の個人的特徴をなりたたせている。こうした
個人的特性は，人格の傾向一その世界観，信念，理想と密接に結びついている」とし，　「人格の個
人的特性」で，気質，性格，能力と素質，興味をとりあげている。（4，348）
4・教育大学教科書，「心理学」（スミルノブ，レォンチェフ，ルビンシュテ
　　ィン，チェプロフ，第2版，1962年）（4）
　この教科書の第1章（5），第1節「客観的現実の反映としての心理にかんする一般的概念」では，
心理学とは，「客観的現実を反映する，脳の機能としての心理にかんする科学である」と定義され
ている。心理学の基本的な課題は，心理活動の発達の諸法則を研究することであり，「人間の心理，
意識が客観的現実の反映であるかぎり，心理学的法則の研究は，まず第一に，人間の生活と活動の
客観的諸条件にたいして心理現象がどのように依存するかを明らかにすることを意味する」とのべ
られている。（17，13，30）もちろん，人間の活動は，生活の客観的諸条件だけにでなく，これら
の諸条件と主観的なモメントの相互関係にも合法則的に依存しているし，「人間の生活および活動
の客観的諸条件にたいする心理現象の合法則的な依存性をあきらかにする心理学は，これらの諸条
件がおよぼす作用の反映の生理学的メカニズムをも解明しなければならない」とされている。（17，
30－一一31）そして，こうした課題をはたすにあたって，心理学はその隣…接科学，とくに史的唯物論と
高次神経活動の生理学を「そのよりどころ」としているというのである。
5　一
　第1部，第2章は「高次神経活動」であり，その内容は神経活動の反射性メカニズム，条件反射
の形式，条件反射の制止とその種類，大脳皮質における神経過程の運動，大脳皮質の働きの系性，
大脳皮質の活動における相の変化，大脳皮質の基本的諸領野における活動の相違である。
　第5節「個人の心理的特性」は，才能，高次神経活動のタイプと気質，性格に分けられている。
ここで，「性格」（6）は，「個人の本質的な諸特性，すなわち現実にたいするその人の態度を表現し，
かれの行動や行為のなかであらわれるところの諸特性の，個人的，独自的な結合である」と規定さ
れ，現実にたいする態度およびこれら態度によって動機づけられた行動方法の統一物と把握されて
いる。（17，268）このばあい，「現実にたいする態度」のなかでもっとも大きな〈意義〉をもつの
は，「社会の一員としてその人を特徴づける人格の特質」であり，「独自的な結合」とは，「個々の
特質の算術的和ではなく，ひとつの，その入特有の全一体」とされている。
5．教育大学用参考書，「心理学」（コヴァリョフ，スチェパノブ，シャバリン，
　　1966年）（11）
　第1章「心理学の対象と方法」，第1節「心理についての一般的概念」（7）の内容は，心理学の対
象の規定，心理の唯物論的理解と観念論的理解，心理的なものと生理学的なもの，心理的反映の特
徴づけ，である。心理学は，ここでは，　「人間の心理的活動を研究する。これは，心理の発生，発
達，現象の法則性についての科学である」と規定され，「心理とは何か」が明らかにされている。
心理の観念論的理解に対置される，「相互関連的な」三つの命題とはつぎのようなものであった。
（18，　3－4）
　（1）心理は，物質から生ずる二次的現象として究明される。
　（2）心理は，「組織された物質一脳」の特性として理解される（svo五stvo　osobym　obrazom。rganizo－
VannOi　materii－rnOzga）。
　（3）心理は，外的な物質的世界の反映である脳の特性として生ずる。
　「心理的反映の特徴づけ」は，「客観的現実の反映としての心理の本質を全面的に解明した」，レ
ーニンの〈反映論〉に基づいている。（18，6）
　（1）人間による現実の反映は，人間の積極的活動のプロセスで生ずる。人間は，世界に積極的に働
きかけながら世界を反映する。この積極的な働きかけのなかで1人間自身が変わり，人間の心理的
活動のより一層の完成が行われる。
　（2）心理は，「死んだ，閉ざされた，一幕の」反映でなく，人間によるすべての外的なものの認識
の過程であり，不完全で，不正確で，浅く表面的な認識からより完全で，深く，全面的な認識のた
えざる運動の過程である。
　（3）心理は，「以前に形成された人間の個人的特性（ranee　slozhivshiesja　individualjnye　osobennosti）
そのときの心理的状態」によってつねに〈屈折〉した，客観的現実の反映である。人間の「内的特
性」による〈屈折〉は，多くの条件に依存している：年齢，すでに達成された知識の水準，態度，
人間の活動の積極性の程度，世界観など。この意味では，　「心理は，客観的世界の主観的反映であ
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る」。
　（4）心理は，人びとの歴史一社会的実践により，検証され，確認された「正しい確かな」反映であ
る。
　第2節「人間の心理の構造」（8）は，心理的過程，心理的状態，心理的特性に分けられている。そ
して，「心理的特性」では，「人格の複雑な構造的組成」として，（1）人格の生活上の見地（zhiznenn－
aja　pozitsija）（欲求，興味，信念，理想の体系），（2）気質（人格の生来的特性の体系），（3）能力（人
格の創造的可能性を規定する，知的，意志的，情緒的特性の体系），（4）性格（態度と行動の方法の
体系）があげられている。（18，10）
　第3節「人格の複雑な心理的組成」，第13章「人格と人格の傾向」の内容は，（1）人格についての
概念，（2）人格の発達と形成，（3）人格の傾向についての概念，（4）欲求，（5）興味，（6）人格の世界観と理
想である。
　「人格についての概念」では，「人格一これは一定の権利と義務をもった，社会の一一員としての
人間である」と定義され，「人格は，何よりもまず，人格がはたす社会的役割によって特徴づけら
れる。したがって，先進的，後進的人格，進歩的，反動的人格について語るのである」とのべられ
ている。（18，331）ここでは，人格は「社会の一員，社会的発達の活動家」としてのく具体的人
間〉と把握され，〈意識の担い手としての人間〉と把握されているのである。
　第3節「人格の傾向についての概念」では，まず，「認識と活動のプロセスで，人格をいろいろ
な側面から特徴づける，傾向，能力，性格といった人格の複雑な，統合的な組成が形成される」と
のべられ，人格の傾向が「人間の態度の選択性と積極性を規定する，衝動の体系」と規定されてい
る（Pod　napravlennostjju　lichnosti　sleduet　ponimatj　sistemu　pobuzhdenii　opredeijajushchuju　izbira－
teljnostj　otnoshenii　i　aktivnosti　chelobeka）。このばあいのく衝動〉は，〈動機〉と同次元のものと把
握され，　「意識化された欲求，興味，一定の道徳的一政治的かまえ，世界観や信念の構成要素とし
ての理想」などを内容とするものであった。とくに，人間のく動機〉を研究することは，「人格の
道徳的一心理学的本質を理解するために重要な意義をもっており，それが「人格の社会的発達のい
ろいろな水準」を示しているととらえられている。（18，342）
6．「一般心理学のプログラム案」（ペトロフスキー，1968年）
　ペトロフスキーの「プログラム案」は，大きく（1）心理学の対象，心理学概論，（2）人格と活動，（3）
人格の認識活動，（4）人格の情緒一意志的領域，（5）人格の個人一心理学的特性に分けられている。
　活動の主体として究明される，人格の構造と人格の基本的心理学的現象のための，第2篇「人格
と活動（dejateljnostj）」の内容はつぎのようなものである。
　（1）人格，その構造と現象。
　（2）集団内の人格間の関係（mezhlichnostnye　otnoshenija　bnutri　kollektiva）。
　（3）活動の一般的特徴づけ。
　（4）言語活動。
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　㈲注意。
　「人格，その構造と現象」の内容：
　「社会関係の総体としての人間の人格の本質についてのマルクス主義的見解。人格の心理学的特
牲。〈役割〉と役割期待の概念（kontseptsija　rolei　i　rolevykh　ozhidanii）。人格の心理学的特性の相
対的な不変性と安定性。心理的状態と人格の相対的に安定した特性の形成のプロセスにおけるその
地位。人格の心理学的構造。外的作用の影響が依存する内的条件の統一としての人格。
　人間の人格の積極性。人格の積極性についてのフロイド，ネオーフロイド的概念の批判。人格の
積極性の源泉としての欲求。欲求の分類：その発生一自然的，文化的，内容一物質的，精神的，集
団に対する人格の態度，社会一個人的，個人的。人間の欲求の社会的本性。対象の重要性。
　人格の欲求のあらわれとしての動機。動機の種類。動機の意識の水準。好み，願望，志向，動機
としての興味。労働，学習，スポーツなどの興味の形成。人格の発達の水準の指標としての興味の
広さ，安定性，深さ。動機としての信念。人格の行動の習慣的形態と人格の生活上の立場を規定す
るかまえとステレオタイプ。コンフォルモスチと自主性の問題。
　人格と個性。人間の体質的特性。人格の構造における生れつきのものとかくとくされたもの。個
人的差異のパラメートル。人格の心理的特性の遺伝の問題。」（16，81－82）
7．　教育大学用参考書，「一般心理学」（ペトロフスキー，ヤロシェフスキー，プラトノ
　　ブ，レオンチェフ，ヤコブソン，1970年）（9）
　第1部，第1章「心理学の対象」は，第1節「心理学についての概念」，第2節「大脳と心理」，
第3節「意識についての概念」からなりたっている。
　「心理学についての概念」では，科学としての心理学は「心理の諸事実，法則性，メカニズムを
研究する」と一応規定されている。しかし，こうした規定には，心理現象のく本質〉と〈性格〉に
ついての「きわめて本質的な注釈」が必要であるとしている。そして，まず，心理現象の本質と性
格についての概念がどのように変ってきたかを「心理学説史から」　（ヤロシェフスキー）で示し，
「心理の反射的性格」ではセーチェノブとパヴロフの理論をとりあげている。ここで，「心理」は，
（1）客観的世界の〈主観的像〉として，（2）大脳における現実の〈反映〉として，その内実が明らかに
されている。さらに，「心理学の対象の規定」では，こうした心理の本質についての〈見解〉が「レ
ーニンにより発展させられた反映理論」にもとついて把握され，「レーニンの反映理論が科学的心
理学の認識論的基礎である」とのべられている。（8，8－16）こうして，心理学の対象がさらに具
体化，明確化されているのである。
　「意識（soznanie）についての概念」では，「もっとも人間に特徴的な心理の最高の水準」として
の〈意識〉の「構造」と「特徴」がとりあげられている。
　（1）人聞の意識は，外的世界についての知識の総体である。意識の構造において認識過程一感覚，
知覚，記憶，想像，思考一は，きわめて重要な部分をしめている。
　（2）人間の意識には，主体と客体のはっきりした区別がある。
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　（3）意識と人間の目的的活動の結びつき。「意識の機能には，活動の目的の形成が含まれている」。
　（4）意識は，一定の態度を含んでいる。
　第二部「人格と活動」，第4章「人格の心理学的特徴づけ」の内容は，（1）心理学における人格の
概念，②人間の人格の積極性，③人格の欲求のあらわれとしての動機（4）人格の形成である。
　「心理学における人格の概念」では，まず，〈個人〉（individ），〈人格〉（lichnostj），〈個性〉（indi・
vdualjnostj）の概念が明らかにされている。「個人としてこの世に生まれ，人間は人格になり，この
過程は歴史的性格をもっている」というのである。このばあい，人格は，決して社会的環境の「受
動的産物」（passivnyi　produkt）ではなく，「積極的な活動家」（aktivnyi　dejatelj）である。　「入間に
対するすべての外的作用は，社会的に条件づけられた体系によって，あるいは活動の内的条件の総
体によって屈折される。全体として，それらがわれわれが人格と名付けているものを形成する」
（8，88）
　「人格の構造における生物学的なものと社会的なもの」：「人格の相対的に安定した，相対的に可
変の特性が，人格の特徴の複雑な統一体としての動的な構造をかたちつくっている」。こうした人
格の心理学的研究には，「二つの基本的な科学的課題」がある。
　（1）それぞれにとって個人的な人格の構造を明らかにすること。
　（2）〈人格のタイプ〉あるいは人格のもっとも一一般的な構造を見出すこと。
　（2）の課題が，人格の構造をなりたたせている「いくつかの〈下部構造〉」を抽出することを要求
する。ここでは，「現代の外国の心理学」みられるく二要因論〉にページがさかれている。「自然
的，有機的側面，特徴は，人格の構造においては社会的に制約された要求として存在している」。
人格の構造における自然的なもの（解剖学的，生理学的な資質など）と社会的なものは，統一され
ており，機械的に対置できない」というのである。（8，90－92）
8・　教育大学（通信教育）用参考書，「心理学」（1970年）（1°）
　第1節「心理学の対象についての一般的概念」では，「心理学一これは人間の心理，すなわち，
人間の感覚，知覚，注意，記憶，思考，言語，想像，感情，意志，欲求と興味，能力と性向，気質
と性格を研究する科学である。これらすべての心理活動の現象は，現実の人間の脳への反映であ
り，心理的と呼ばれる人間の内的，主観的世界をなりたたせている。心理学は，このように，客観
的現実の反映である，脳の特性としての人間の心理についての科学である」と記述されている。
（19，65）第2節「心理の弁証法的一唯物論的理解」では，脳の特性としての心理，客観的世界の
反映としての心理の説明にあてられている。
　第5節「心理学の方法」では，心理学研究の方法を選択するさいの〈諸原理〉一ソビエト心理学
の方法論的原理と研究方法一がとりあげられている。（19，27－28）
　（1）決定論の原理（printsip　determinizma）：世界には原因のない現象はない。心理学においても同
じであり，どんな「心理的アクト」も原因をもっている。人間の心理的活動は，社会的諸条件によ
つて，教育と活動の特性によって決定されている。「科学的心理学は，心理現象のたんなる記述に
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限定されず，心理現象の原因を探究する。19世紀の経験主義的心理学が基本的方法と考えた自己観
察という方法は，科学を助けることは少なかった。そうした方法は，人間の心理現象の客観的原因
を明らかにできなかったからである。（19，27）
　（2）心理発達の原理（printsip　razvitija　psikhiki）：科学的心理学は，量的な面だけでなく，質的な面
でも発達を理解しなければならない。たとえば，生徒の心理活動は，学校前の子どものの心理活動
と質的にちがっているなどである。一般心理学の方法のひとつとしてのビオグラフィー的方法は，
その発達において入間の人格を研究することを可能にしている。（19，27）
　（3）心理の発達における活動の主導的役割の原理（printsip　vedyshchei　roli　dejateljnosti　v　razvitii
psikhiki）：人間の心理は客観的世界の主観的反映でありながら，人間とほかの人びととの積極的相
互作用の過程のなかで，子どものあそびからはじまりおとなの創造的労働にいたるまでの活動のい
ろいろな形態のなかで発達する。人間の活動なしに，発達はありえない。したがって，ある活動に
とって特徴的ないろいろな知的，実践的課題の遂行の心理的分析が重要な方法のひとつになるので
ある。（18，27－28）
　（4）人間の心理的活動の統一性の原理（printsip　edinstva　psikhicheskoi　dejateljnosti　cheloveka）：人
間の心理，人間の主観的世界は，脳の体系的活動の統一的，単一的産物である。心理学者は，それ
を研究上，心理的過程，心理的状態，心理的特性に「人工的」に分けるにすぎない。心理，意識の
個々の現象を研究しながら，研究者は全体について，人格について考えねばならないし，それぞれ
の関連，依存関係に目を向けねばならないのである。（19，28）
　（5）心理学研究における客観性の原理：どんな科学においても，もっとも重要なのは，研究の客観
性，その正確さである。　「人間の主観的世界の客観的研究が可能か，ほかの人間の思想，感情，願
望についての研究が可能か。多くのブルジョア心理学者は，人間の主観的世界は認識不可能である
と考えている」（19，28）人間の経験，思想，願望については，その行為，その言語的表現の内容，
性格，その活動の結果からとらえることが可能である。ソビエト心理学は，人間の心理の客観的研
究の方法一観察と実験一を適用する。
　（6）心理の具体的研究の原理：人間は，家族，学校，工場などの具体的条件のなかで生活し，発達
する。具体性の原理は，心理学者から人間の人格をかれの生活の一定の具体的条件のなかで研究す
ることを要求する。（19，28－29）　　　　　　　　　　　　　・，
　第4章は，「人格と活動の一般的概念」であり，その内容は，「人間の人格の概念」，「人間の活動
の概念」である。「人間の人格の概念」では，まず，つぎのようにのべられている：「人格と活動の
概念は，心理学におけるもっとも重要な概念である。心理学は，心理，意識一般を研究するのでは
なく，具体的活動における具体的人格の心理を研究する。」，「人格一これは社会に生活しており，
意識をもち，社会的発達の積極的活動家である人間である」。（19，94）人格をこのように定義する
ことによって，ここでは，人格の概念と人間，「個人の概念のちがいを示し，人格になるためには，
人間は一定の心理的発達の水準に達しなければならない」ことが明らかにされているのである。
　〈人格の構造〉については，つぎのようにのべられている：「人格としてのそれぞれの人間は，
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教育と生活上の実践の影響のもとに発達し，強化される安定した心理的特性をもっている。心理的
特性は，反復的に人間によって経験される心理的過程と心理状態から生ずる。すなわち・しばしば
くりかえされるいかりが人格の否定的特性一激情性一に移行しうる。相互関連的な心理的特性が，
人格の構造，人格にとって特徴的な心理的調和をかたちつくっている。人格の構造についての問題
は，まだ科学においては解決されていない。人格の構造にたいしてはいろいろなアローチがあり，
いろいろな構造的要素が指摘されている。しかし，人格の構造においては，傾向（すなわち，基本
的動機（衝動）や人格の生活上の目的の体系をなりたたせている欲求と興味，信念と理想，志向と
性向，かまえ），能力，気質，性格があげられることが多い。」（19，97）そして，それぞれの〈構
造的要素〉（strukturnyi　element）については，「人格の構造の中心的エレメントは，傾向である。
それによって，ある人間がどのような生活上の目的をたてているか，なぜそうした目的をたててい
るかを判断することができる。なぜほかの人びととの関係において，その人間がそのように行動す
るか，かれは何に興味をもっているか，何を価値あるものとし，何を非難しているかを判断するこ
とができる。傾向は，世界に対する一定の態度やかれの社会的，労働に対する積極性の度合いを規
定している。傾向は，人格にとって特徴的な生活上の見地をあらわしている。人間の能力は，知識
の習得，いろいろな職業，創造的ないろいろな形態のかくとくの，生れつきの，教育される可能性
を示している。気質において，入格は動的な側面から，心理過程や行為の速さ，力の面からあらわ
される。気質の特性は，人間のすべての活動にあらわれ，性格の形成に影響を及ぼす。性格につい
ていえぱ，そこに人格の個人的特徴，ほかの人びととのちがいがもっともよくあらわれる。人格の
性格は，その人間に特有のすべての心理的特性の総合であり，統一である」と説明されている。
（19，97）
　ここで，人格の構造における〈生れつきのもの〉，「構造的要素」は，人間の心理の形成にとって
自然的な基礎ではあるが，「人格の行動に直接的に影響を及ぼすわけではない」と把握されている。
こうした要素は，そのなかで人格が発達する，具体的な社会的関係をとおして「だけ」作用すると
いうのである。
　人格の「存在と発達」のもっとも重要な条件であり，同時に人格のもっとも著しい特徴，本質と
して，人格の〈積極性〉が地位づけられ，入格は，「社会的活動の，何よりもまず，労働活動の積
極的参加者」と規定されるのである。
　第2節「人間の活動についての概念」では，まず，「人格は，活動によって形成され，活動にあ
らわれる。活動一これは一定の目的を達成するために向けられた人間の行動と行為の総体である。
生きることは，行動することを意味する。活動は，人格と周囲の人びとや自然を結びつける。活動
によって，人間は自己の物質的，精神的欲求を満足させる。人びとの基本的活動は労働である。人
ぴとの活動は，多くの科学が研究している。心理学は，活動の心理学的側面にだけ関心をもってい
る。人間の活動は，意識的，すなわち，社会的性格をもっている。それによって，動物の本能的
な，きわめて単純な合理的活動とことなるのである。」と叙述されている。（19，102）
　人間の活動の〈構造〉：
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（1）すべての活動は，一定の目的一近い目的，遠い目的一の達成に向けられる。
（2）人間の活動は，つねに動機をもっている。
（3）活動の構造には，その遂行の方法も含まれる。
（4）活動の構造には，過程と結果にたいする情緒的態度も含まれる。
9．教育大学用参考書，「一般心理学」（ボゴスロフスキー，コヴァリョフ，スチェパ
　　ノブ，シャバリン，1973）（li）
　第1章「心理学の対象」，第1節「心理についての一般的概念」の内容は，心理の唯物論的見解
と観念論的見解である。ここで，心理的反映の特質が明らかにされている：「心理的反映とは，一
幕でない，過程的性格をもつ反映であり，外的作用が反映する内的特性によって屈折される反映で
あり，したがって，心理とは客観的世界の主観的反映なのである。心理とは，結局，社会一歴史的
実践によって保証され，確認された正しい，信ずべき反映である」。（20，7）
　第2節「人間の意識」では，　「心理は，人間にも，動物にもある。人間にだけ特徴的な心理の高
度な発達の水準を意識と名づける」と定義されている。意識の発生と発達は，生物学的法則によっ
てだけでなく，おもに社会一歴史的法則によって制約されている。つまり，意識とは，社会的存在
としての入間の歴史的発達のく産物〉である，とされている。この意識の歴史的性格こそ，「人間
の意識と動物の心理を区別する」第一の特徴と位置づけられている。
　意識の水準における外的世界の反映は，「認識の複雑な過程」であり，この過程の流れ，そのた
えざる完成は，「三っの相互関連的方法」で同時に行われる：
　（1）外的世界の反映は，歴史的発達のいろいろな段階によってことなる。この反映の性格は，つね
に，存在している社会一経済的条件に制約されている。いいかえれば，認識は，〈一般歴史的プラ
ン〉（obshcheistoricheskii　plan）において変化する。
　（2）外的世界の反映の過程は，それぞれの人間の生活の過程においても変化する。反映の特質は，
年齢と個人的経験に制約されている。すなわち，「認識は，個体発生的プラン（ontogeneticheskiii
plan）においても変化する」。
　（3）反映は認識のそれぞれのアクトのいろいろな段階においてもことなる。「反映の変化は，個人
一認識的プラン（individualjno－gnosticheskii　plan）においても生ずる」。（20，7－8）
　こうした人間による外的世界の認識における，一般歴史的，個体発生的，個人一認識的なものの
統一性が，人間の意識と動物の心理を見分ける「第二の特徴」とされている。
　人間の意識と動物の心理を区別する「第三の特徴」は，その目的志向的，積極的性格にある。人
間の意識の積極性は，人間が外的世界をつくりかえることにあるだけでなく，この活動において，
自己の内的自然をもかえることにあらわれている。
　人間の意識の「第四の特性」は，自己意識の存在であり，「第五の特性」は「人間の認識におけ
る一般的，間接的な反映」である。（20，8）
　ここでは，〈心理と意識〉の問題だけでなく，〈意識と活動〉の問題もとりあげられている。「ソ
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ビェト心理学では，意識と活動は統一的にとらえられている。この統一性は，いくつかの方向にあ
らわれる」：
　（1）意識と活動の統一性は，意識が活動の過程において，まず第一に労働の過程において生じ，発
達し，あらわれるということにある。この面では，活動は，人間の意識の発生の条件であり，形成
の要因であり，適用の対象である。
　（2）意識と活動の統一性は，活動が意識の積極性の形態としてあらわれることにもある。意識は，
活動の目的志向的，意識的性格を確保する。
　（3）意識と活動の統一性は，具体的人格の属性の統一性にあらわれる。
　こうして，「科学としての心理学の規定」は，「心理学は，一般的には心理，個別的には具体的一
歴史的人格の意識の発生，発達，現象の法則性についての科学である」と表現される。（20，10）
　第5章「人格，その構造と傾向」の第1節は，「人格の社会的本質」である。まず，「人格一これ
は社会の一員としての人間である。人間の豊かさは，人格とほかの人びととの関係の多様さ，生活
への積極的態度に依存している」とのべられ，「社会的関係の主体，客体としての人格」，「人格の
積極性」，「社会主義における人格」，「現代のブルジョァ心理学における人格の問題」がとりあげら
れている。
　第2節は，「〈人間〉，〈人格〉，〈個性〉の概念の相互関係」である。
　（1）〈人間〉：人間は，何よりもまず，哺乳類ホモ，サピエンス種に属する，「生物的存在」であ
る。ほかの動物とちがい，この種は意識を，すなわち，外的世界，自己の内的自然の本質を認識す
る能力をもち，それにしたがい理性的に行為，行動する。人間は，それと同時に「社会的存在」で
もある。これが，人間のもっとも本質的な特徴である。社会的生活と労働は，人間の「自然的組
織」を完成させるだけでなく，それをしたがわせる。人間は，それ自体が社会的産物である「意
識」の担い手である。
　人間は多面的であり，したがって，自然科学，社会科学の研究対象になる。（57－58）
　（2）「人格」：「〈人格〉の概念は，〈人間〉の概念よりせまい。人格は，社会一歴史的なカテゴリー
である。その社会的本質，社会的機能が，人格の特徴づけにおける主要な指標である。人格は，社
会科学だけの，歴史学，哲学，社会学，倫理学，美学，心理学，教育学などの研究対象である。」
「人格は，社会において一定の地位をしめ，一定の役割をもっている意識的個人である。」（20，
58）
　（3）「個性」：「個性一これはその特性における人格である。個性について語るときは，人格の独自
性を考えている。個性は，知的，情緒的，意志的領域に，心理的活動のすべての領域にあらわれ
る」（20，59）
　第3節「人格の心理学的構造」の内容は，「人格の構造の基本的構成要素」，「人格の構造におけ
る心理的特質，心理的過程，心理的状態」，「人格の傾向」である。
　「人格の構造の基本的構成要素」（osnovnye　k。nponenty　struktury）：（1）第一の構成要素（ブロッ
ク），人格の傾向，あるいは現実にたいする人間の態度。「傾向は，いろいろな特性，相互作用的な
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欲求，興味，思想的，実践的かまえの体系」である。そして，傾向の要素のひとつが「優勢」で，
「主導的」意義をもち，それが人格の全心理的活動を規定する。（2）第二の構成要素，人格の可能
性。これは，活動の成功を確保する能力の体系である。（3）第三の構成要素，性格，あるいは活動の
スタイル。（4）第四の構成要素，「コントロールの体系」（sistema　upravlenija）。（20，59－60）
10．　テフニクム用教科書，「心理学」（プラトノブ，ゴルウベフ，1973）（12）
　第1章「心理学の対象，課題分野」で，　「心理とは，人間においては三種の心理現象：心理的
過程，心理的状態人格の特質としてあらわれる，脳による現実の反映である」と規定され，人間
における「心理的現象の相互関連」がつぎのように説明されている。
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　そして，「一般心理学は，すべての個別心理科学にもとづき，心理の一般的法則性を研究する。
一般心理学のもっとも重要な課題は，人格としての人間の形成の心理学的法則性を明らかにするこ
とである。人格は，活動によって形成される。したがって，一般心理学の第二の課題は，人間の活
動の心理学的本質の研究である」とのべられている。（15，9）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2章「心理の本質と発達」の内容は，「反映の
「弊一一一臼q『｝一一卿噂一一鼻一一一一竃i　　Samosoznanie　　i
L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」
Soznanie
Psikhicheskoe
①
「一
⊆：
①F門N
面
』
←Fiziologicheskoe○
Fizicheskoe
げられている。「人格は，コトバと労働活動の能力をもった，
ある。それぞれの人間は，社会において，集団において人格として形成され，ほかの人びととの関
理論」，「意識についての概念」，「意識の発達におけ
る労働の役割」，「自己意識の発達」，「心理の年齢的
特性」である。
　「反映の理論」では，オルガニズムと環境との
「相互作用」の三形態がとりあげられている。（1）物
理的反映，（2）生理学的反映，（3）心理的反映がそれで
ある。
　第3部「人格の理論」の各章は，「人格の傾向」，
「人格の経験」，「気質」，「性格」，「能力」，「人格研
究の方法」である。
　「人格の傾向」では，まず，人格の概念がとりあ
　　　　　　　意識的，理性的存在としての人間で
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係においてあらわれるから，社会なしには，人格はない。かんたんにいえば，人格一これは意識の
担い手としての人間である」。（15，125）
　そして，「人格のタイプを規定する，すべての人間にとってもっとも一般的な人格の構造」（bolee
obshchie　psikh。1。gicheskie　strukyura，　opredeljajuschie　tipy　lichnostei）が提起されている。
　（1）人格の第一の基本的側面一社会的に制約された人格の特性：人格の道徳的資質を規定する興
味，志向，理想，世界観，信念。　「こうした人格の側面を規定するために，心理学では傾向の概念
を適用している。傾向は，訓育（vospitanie）によって形式される」。
　（2）人格の第二の側面一人間がもつ知識，習熟，能力，習慣の量。　「この側面は，人格の発達の準
備性，水準，人格の経験を規定し，それらは教授（obuchenie）により形成される」。
　（3）人格の第三の側面一その人間にとって特徴的
で，典型的な「個々の心理的過程の安定した特
性」。注意，知覚，思考，記憶，情緒，意志など。
この側面は，練習（uprazhnenie）により形成され
る。
　（4）人格の第四の側面一生物学的に条件づけられ
た特性，素質，気質にあらわれる高次神経活動の
特性，年齢的，性的特性。この側面は，トレーニ
ング（trenirovka）により形成される。（15，126）
　「人格の傾向の諸形態」では，みぎのように説明されている。
Napravlennsyl　lichnosti
????????????????????QQ??＝??? ????
???????????
??????????
11・　師範学校用参考書，「心理学」（ゴノボリン，1973年）（13）
　第1章「心理学の対象」，第1節「心理学は何を研究するか」で，心理的過程，心理的状態，人
間の心理的特性をあげ，説明し，　「人間の心理，人間の心理的活動の法則性を研究する科学が心理
学と名づけられている。心理学は，心理的過程，心理的状態人格の特性を記述するだけでなく，
それら現象の原因を明らかにする」とのべられている。（21，4）
　第5章「人格とその形成」の内容は，第1節「人格についてのマルクスレーニン主義的概念」，
第2節「人格の特性の安定性と人格の積極性」，第3節「ソビエトの人間の人格の基本的資質」で
ある。　　　　　　　　　　　　　　　　．
　人格については，「人間は動物とちがい意識をもっており，個体であるだけでなく，人格である。
生れたばかりの子どもは，個人であるにすぎない。人びとの関係に入り，集団的労働に加わり，入
間は社会的存在（obshchestvennye，　sotsialjnye　sushchestv。），すなわち人格になる。このように，人
格とは，社会の一員としての具体的で，生きた人間であり，ほかの人びととの一定の関係のなかに
あるのである。人間の一定の社会，階級への所属が，その人格と活動にある色合いをつくりあげて
いる。」と簡潔にのべられている。（21，28）
　人格の形成では，つぎのように記述されている：「人格は生活の外的条件の影響のもとに形成さ
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れる。しかしながら，同じ条件において育った二人の子どもも，それぞれの人格は，その特性をも
つことになるだろう。このことは，子どもの生れつきのもののちがいによって説明される。このよ
うに，人格の形成には社会的要因のほかに，いくつかの要因，生物学的要因も影響を及ぼしてい
る。……生活の外的条件と活動の影響による人間の形成は，内的条件，すなわち，生れつきの，そ
の人間が生活においてかくとくした資質をとおして行われるのである」。（21，29）
　「人格の特性の安定性と人格の積極性」では，まず，「変化の少ない，安定性」がとりあげられ
ている。心理的過程，心理的状態，人格の特性の相互関係，相互依存関係が，人間すべての資質の
「統一性」を制約し，人格の心理学調和（psikhologicheskii　sklad　lichnosti）をつくりだしている，
というのである。人格の属性としての積極性，環境に働きかける能力については，「第一に，満足
させる必要がある人格の欲求，第二に，それに基づいて実現されねばならない外的世界の影響がこ
の積極性の源泉である」とのべられている。（21，29）
　これまでチェプロフの「心理学」からゴノボリンの「心理学」まで，手もとにある「心理学」を
とりあげ，心理学の対象・構造と人格の問題の展開をみてきた。つぎにそれらにおける人格の問題
をかんたんにまとめてみよう。
　チェプロフの「心理学」には，すでにみてきたように，「人格の心理学的特徴づけ」という章は
あるが，人格の概念規定はみあたらない。チェプロフにおいては，人格は人格の心理的特性，個性
としてのべられているだけである。
　アルテモフには，「人格の心理学的特性」の問題は非常に複雑であり，心理学でまだあまり研究
されていない問題という認識があった。アルテモフの「人格の心理学的特性」把握には，いくつか
の注目すべき観点はみられるが，人格が，人格の心理学的特性一性格，気質，才能一としてだけ問
題にされていることも確かである。
　イワノブの「心理学」では，「心理の発達」で人格がとりあげられている。ここでは，社会の一
員としての具体的人間が人格としてとらえられ，その「基本的特徴」がく社会性〉にあると把握さ
れている。イワノブは，マルクスのテーゼ，「人間の本質は，個々の個人に固有の抽象物ではない。
人格は，その現実性においては，すべての社会関係の総体である」を引用し，「マルクスは，社会
なしに人間は人間になることはできないということ，人びとの間の社会的関連が社会的生産の過程
におけるその関係によって規定されるということを強調している」と理解し，ほかの人びととの関
係をとおしてのみ人間は意識的存在となり，この関係が豊かで，多様であればあるほど人間の心理
的生活は豊かになるとしている。こうした把握は，クリャゼフが指摘するように，「不十分」であ
り，人格の形成における自発性の問題，人格の「自己運動」の問題，人格は「自己創造の産物」で
もある点についての問題がのこされているといえるだろう。
　また，イワノブには，「傾向」の概念はあるが，この概念は「自然志向性」と同次元にとらえら
れており，現在の人格概念における〈傾向〉とはまったく異質のものである。
　しかし，イワノブの「心理学」が1959年に出版されたものであったことを考えるとき，その時代
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的制約にもかかわらず，いくつかのきわめて重要な指摘をとりあげておかねばならないと思われ
る。（1）「心理」の統一的，全体的把握の視点，（2）人格を心理学の中核的概念として位置づけようと
する発想，（3）人格の把握における「オルガニズム」の位置づけの問題などがそれである。
　ロシヤ教育科学アカデミヤ心理学研究所とモスクワ大学心理学講座の研究者集団によってかかれ
た，スミルノブなどの教科書「心理学」は，よく知られているように，1956年末に初版がだされ，
実験的研究に基づく資料を加え，1962年に改訂，増補されたものである。初版の作成において，教
育科学アカデミヤの「要項」が1953年に発表され，広範な討議が展開されていることからも推察さ
れるように，この教科書はソビエトにおける50年代の心理学の〈公的水準〉を示すものと考えてよ
いだろう。そのもっとも重要な特質は，1950年のソビエト科学アカデミヤと医学アカデミヤの合同
会議におけるパヴロフの再評価をうけて，パヴロフの高次神経活動の理論を「心理現象についての
唯物論的解釈の自然科学的基礎」として心理学を〈再構成〉しようとすることにあった。こうした
点に，この教科書の意義も，限界もあると思われる。
　この教科書には，人格概念はまったくない。第5節「個人の心理的特性」の内容は，才能，高次
神経活動のタイプと気質，性格であり，「すべての人間にとってもっとも一般的な人格の構造」と
いう視点はまったくみられないのである。「50年代には，イ・ぺ・パヴロフの学説を誤って理解し
た結果，人格の把握における生物学化（biologizatsija），人格と神経系のタイプとの同一視が広くひ
ろまった」のであり，この教科書もこうした流れのなかにあったといえるだろう。（12，130）
　この教科書と比較すると，ゲルツェン名称レニングラード教育大学心理学講座の集団的労作，コ
ヴァリョフなどの「心理学」は，60年代のソビエトの心理学の動向をもっともよくあらわしている
ものと考えることができる。
　この「心理学」では，すでにみたように，心理の把握の響導概念は，レーニンの反映論である。
第1章「心理学の対象と方法」の主要な参考文献は，レーニン「唯物論と経験批判論」であり，「哲
学ノー一・ト」であり，さらには，ルビンシュティンの「存在と意識」である。
　この「心理学」における人格把握の特質のいくつかをとりあげてみよう。
　（1）人格の定義は，「権利と義務」という表現が使われており，心理学的定義というより「法的」
な定義である。
　②人格は，社会の一員としてだけでなく，「社会的発達の活動家」ととらえられ，人格の積極
性，能動性が明確に地位づけられているb
　③人格把握においてく傾向〉の概念がみられる。しかし，この傾向とは「意識化された欲求，興
味・一定の道徳的一政治的かまえ，世界観や信念の構成要素としての理想」などであり，しかもそ
れが「人格の社会的発達のいろいろな水準」を示すものとされている。こうした人格の把握には，
50年代のかたより一人格と神経系のタイプとの同一視一にたいする60年代のかたより一俗流社会学
化（VUIjgarnaja　SOtSiOl。gizatSija）に帰結する人格と「傾向」の同一視一がみられる。
　（4）「心理過程と人格の特性」という表現からもわかるように，心理過程を「人格」とのかかわり
のなかで究明しようとしている。
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　（5）「活動」が第5部の内容であるが，「人格」と切りはなされてとりあげられている。
　ア・ヴェ・ペトロフスキーとエリ・べ・イテリソンが担当した，ロシヤ共和国教育省の「一般心
理学，発達心理学，教育心理学のプログラム案」　（一般心理学一ペトロフスキー，発達心理学，教
育心理学一イテリソン，ペトロフスキー）とそれをめぐる心理学者たちのく意見〉〈反響〉は，現
代のソビエト心理学における人格理論を明らかにするうえできわめて重要な意義をもっている。
「一般心理学のプログラム案」で，ペトロフスキーはつぎのようにのべている。
　「心理学は，未来の教師の専門的養成の科学的基礎にならねばならない。こうした課題と教育大
学の最初のコースの一般心理学の新しいプログラムとの関連を考えながら，著者は，心理学の現代
の水準，とくに1966年モスクワで開催された第18回心理学国際会議において定着化した水準に応じ
た，心理学の分野における科学的知識をプログラム案に反映させようと試みた」。（16，17）
　このような意図にもとづき，ペトロフスキーは，（1）「心理学のコースの構成の伝統的図式」をく
りかえすことなく，プログラムの内容を「人格の発達の原理」にもとついて構成し，②中等教育に
おける人間の「解剖学と生理学」のコースの反復をさけ，「中枢神経系の解剖学」，「高次神経活動
の生理学」を「一般心理学」の内容には入れないことを提案しているのである。
　このプログラム案は，共和国内の教育大学心理学講座でひろく討議され，そのく反響〉が「ソビ
エト教育学」誌，1968年第8号，第11号，1969年第1号に掲載されている。
　（1）ソビエトだけでなく，諸外国の「最近達成された心理学の新しい成果」をプログラムの内容に
反映させるという意図については，ほとんどの〈反響〉がふれており，その意義が高く評価されて
いる。
　（2）「大脳生理学的」な章を入れるか，入れないかについての問題では，意見が分れている。アガ
ファノブ（クラスノダルスク教育大学），シェィン（コミ教育大学）などは，はっきりペトmフス
キーに反対の立場をとっている。
　（3）プログラム案の中心的問題，「人格と活動」については，いろいろな意見がのべられている。
①「人格と活動」はもっとはっきり分けることが望ましい（ポドベエンジィン・セベルノーオセチ
ンスク教育大学），②「入格と活動」で集団内における人格間関係をとりあげたことは「新しく，
きわめて重要である」（アガファノブ，クラスノダルクス教育大学），③「プログラム案は，人格の
研究における社会学主義抽象的な機能主義，人格とその心理の自然主義的理解を克服してし〕る」
（シェイン，コミ教育大学），④「成長しつっある世代の形成に大きな役割を演じている社会関係の
個々の形態の教育的意義の過小評価」（ヤコブレフ，タンボフスク教育大学），⑤人格の究明が「寸
断」されている，人格の構造と人格の発達の社会的法則性がはじめに，人格の個入一心理学的特性
はおわりに，このため人格の社会的一典型的特質と個人的特質の有機的関連が失われている（メル
　リン，ペルムスク教育大学），⑥人間の心理にたいする機能主義的，非人格的アプローチの克服で
は，これまでのプUグラムと比較して著しく進んでいる（メルリン），⑦「プログラム案は人格の
心理学的構造を指摘しているが，構造の研究のさい生ずる基本的問題，たとえば，人格の全体性と
矛盾の問題積極性のいろいろな程度と人格の特質のいろいろなシステムの安定性についての問
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題傾向，性格能力など人格の側面の相互関連についての問題などをまったく解明していない」
（メルリン），⑧心理活動の研究における人格的アプローチが，コースの各部を統一的にし，心理に
っいての全体的概念を与えることを可能にしている（ハルケヴィッチ，ジトミルクス教育大学）。
（9，　10，　11）
　とくに，シェイン，メルリンなどが指摘している「機能主義」の克服の問題は，きわめて重要で
ある。ソビエト心理学の「根本的欠陥」一もちろん，これはこれまでの心理学の根本的欠陥でもあ
るが一，すなわち，研究者の関心が，もっぱら心理過程と心理機能の研究に向けられ，そうした研
究が人格や人格の特性から切りはなされて研究されているという方法論的問題にかかわっているか
らである。ペトmフスキーのこのプログラム案は，「プログラムの構造の基礎におかれた人格的原
理は，具体的問題（〈知覚〉，〈記憶〉，〈感情〉，〈意志〉）の究明のさいにほとんど表現されていな
い」（アガファノブ）という批判はあるが，こうした欠陥の克服の「具体的」方途として〈人格的
アプローチ〉を提起しているととらえたい。
　しかしながら，「プログラム案」の「最近達成された心理学の新しい成果」とは，本質的に何で
あったかという問題がのこされている。ペトロフスキーは，この問題については何ものべていない
し，〈反響〉もそれについてふれているのはみあたらないのである。推測の域をでないがその項目
をみるかぎり，主要な傾向は，最近ソビエトで成立しつつある社会心理学への〈接近〉と解するこ
とができると思われる。
　1966年，「教育」出版からだされた，教育大学用参考書「一般心理学」は，ペトロフスキーの「プ
ログラム案」を具体化したものであった。「編集者から」では，「一般心理学の新しいプログラムに
よるこの学習参考書において，心理科学の現在の発達水準に応じた科学的知識を反映させようとし
た。こうした点から，教育大学で学ばれる一般心理学のコースのすべての伝統的な章の内容は，本
質的に改訂されている」とのべられている。「現代の心理学の中心的問題である人格と活動の問題」
を軸に構成し，中枢神経系の組織と大脳生理学の「章」をはぶいている。すでにとりあげたスミル
ノブなどの「心理学」では第1部，第2章が「高次神経活動」であるが，ここでは「中枢神経系の
解剖学と高次神経活動の生理学の諸問題は，心理的過程の流れの心理学的基礎づけの具体的な問題
の究明との関連においてかるくふれて」おり，第1章，第2節「脳と心理」となっている。（8，
3）
　第2部「人格と活動」では，「人格」が「個人」，「個性」との対比のなかで明確にされている。
社会的環境の「受動的産物」でなく，「積極的な活動家」ととらえられた人格の心理学的研究には，
二つの基本的な課題一個人的な人格の構造を明らかにすること，人格の一般的構造を明らかにする
こと一があげられている。この二つの課題の関連では，第一の課題を「うまく」解決するには，第
この「純粋に理論的な課題」の解決が必要であるとされている。しかし，この「心理学」では，
〈構造〉とく下部構造〉という概念を使いながら，ブルジョア心理学の〈二要因論〉一生物学的な
もの，社会的なもの一の批判とそのとらえなおしについてのべられているだけで，〈構造〉とその
要素については何も明らかにはされていないのである。第1節「心理学における人格の概念」に第
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2節として「人間の人格の積極性」がっづき，　「人格は活動によって可能になる，外的世界との積
極的相互作用の過程で形成されるということをこれまで強調してきた。この積極性の原因，その心
理学的形態と現象を明らかにすることが，傾向ともっとも重要な生活態度の側面から人格を特徴づ
けることを意味する」と表現され，ただちに「人格の積極性の原因」，「欲求の種類」などに移って
いるのである。
　教育大学（通信教育）用参考書「心理学」では，「入格の構造についての問題は，まだ科学にお
いては解決されていない。人格の構造にたいしてはいろいろなアプローチがあり，いろいろな構造
的要素が指摘されている」としながらも，構造的要素として，①傾向，②能力，③気質，④性格が
あげられている。そして，傾向が「人格の構造の中心的要素」と位置づけられているのである。
　ここでは，「人間が人間に」発達する過程がつぎのように説明されている：
　（1）子どもにたいする要求がだんだん複雑になり「ほかの人びとのなかでの人格の現実的な地位」
が変化する。
　（2）「人格の活動の領域がひろがる」。人間の活動がその形態においてより多様になり，生産的に
なる。「たとえば，学校前の子どもの生活があそびによって満されているとすれば，生徒はあそぶ
だけでなく，何よりもまず学び，労働においておとなを助け，社会的しごとをはたし，サークルに
参加し，スポーツするなど。
　（3）人格の意識性の水準が高まる。子どもは，知識能力，行動の社会的に有用な形態を身につ
け，より理性的になり，外的世界の現象，自分以外の人間，自分自身をより正しく理解するように
なる。このことが言動においてより自主的になることを可能にする。
　（4）人格の個性が発達する。教育と生活経験の影響のもとに，心理的過程が完全になり，より複雑
な欲求と興味が生じ，信念，能力などが形成される。しだいに，人格の意識と行動の全構造の変化
がおこる。だんだん，自分の行動をうまくコントロールできるようになり，社会的要求と倫理的義
務に自分の行動をしたがわせることができるようになる。
　（5）人間の意識性，自主性の発達とともに，人格の自己教育の役割も増大する。
　ゲルッェン名称レニングラード教育大学心理学講座の「心理学」の第二版，改訂増補版が1973年
に刊行されている。ここでは，人格は社会一歴史的カテゴリーであると把握され，人格の特徴づけ
における「主要な指標」がその社会的本質，社会的機能であるとされている。こうして，人格は，
社会において「一定の地位」をしめ，「一定の役割」をもっている「意識的個人」と定義されるの
であるが，そのばあいの「地位」とは，人格の態度の体系であり，人格の本質的な態度とは「生活
の物的条件にたいする，社会と人びとにたいする，自分自身にたいする，特有の義務にたいする，
社会的なものにたいする，労働などにたいする態度」であった。これら態度が人格の道徳的風格，
人格の社会的かまえを特徴づけるというのである。つまり，人格とは，社会的意味と社会的活動の
面からとらえられた人間なのである。
　「人格の構造の基本的構成要素（ブロック）」としては，すでにとりあげたように，①傾向，あ
るいは現実にたいする態度，②可能性，すなわち能力の体系，③性格，あるいは活動のスタイル，
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④通常くわたくし〉というコトバで表わす，コントロールの体系があげられている。
　さらに，ここでは，「心理的構造は，心理的過程や状態から切りはなされると，不完全なものと
なる」とされ，「人格の構造における心理的特質，過程，状態」の相互関連について説明されてい
る。たとえば，心理的過程は人格と現実との関連を確保し，その過程で人格の特質が形成される。
また一方，形成された特質は心理過程の流れに影響を及ぼす。
　プラトノブなどの「心理学」における人格とは，意識の担い手としての人間であり，コトバと労
働の能力をもった意識的，理性的存在としての人間であった。そして，人格の構造の「基本的側
面」とは，①社会的に制約された人格の特性，傾向，②知識，習熟，能力，習慣，③心理過程の特
性，④生物学的に条件づけられた特性であった。
　このようなプラトノブの人格の構造の把握には，50年代の人格の問題におけるく生物学主義〉的
かたより，60年代の〈社会学主義〉的かたよりを視野にいれ，　〈生物学的なもの〉をとらえなおそ
うとする姿勢がみられるといってよいだろう。プラトノブの4つの「基本的下部構造」は，本質的
には，「オルガニズム」と「人格」ともうけとれる側面がある。いいかえれば，人間一人格におけ
る「生物学的」なものと「社会学的」なものである。しかし，この二要因の相互関係についての問
題，人間の心理的発達の遺伝的前提についての問題は，よく知られているように1970年にモスクワ
で開かれた「人格の問題についてのシンポジューム」（1970，3月10日一12日）の中心的問題であ
ったのだし，解決された問題ではないのである。したがって，「プラトノブによって提起された人
格を特徴づける構成要素の体系を受けいれることも，あるいは受けいれないことも，またほかの体
系を予想することもできる」（5，172）のである。
H　人格の理論
　ソビエト心理学においては，①高次神経活動についてのパヴロフの学説，②マルクスーレーニン
主義的「反映理論」の観点からの，心理学についての彪大な事実資料，研究が集積されている。
　しかしながら，それと同時に，これまでの心理学的研究には，「根本的欠陥」（コヴァリョフ）一
心理過程の研究が人格の特性から切りはなされて行われ，また人格の特性の研究が心理過程などと
かかわりなく行われている一が支配的であった。
　これまでみてきたように，最近，とくに60年代後半からのソビエト心理学は，教育大学などの教
科書，参考書をみるかぎり，急速にこうした「根本的欠陥」の克服の方向へうこいているように思
われる。現在，心理学は，「人格」，　「人格と活動」を中核的概念として，抜本的に再構成されつっ
ある。このようなうごきを，方法論的に表現するのが，形成されつつある〈人格的アプローチ〉で
あるといってよいであろう。以下，エス・エリ・ルビンシュティン，ア・ゲ・コヴァリョフ，カ・
カ・プラトノブを中心に人格の理論とソビエト心理学の方法論的原理としてのく人格的アプローチ〉
の論理をさぐってみたい。
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1・　心理学における人格の問題（エス・エリ・ルビンシュティン）（14）
　ルビンシュティンは，「心理過程の研究から切りはなされた人格の心理学についての観念と，人
格から切りはなされた抽象的機能としての心理過程についての観念は，同一のあやまった構想の二
つの側面である。実際に，その心理活動の研究から切りはなされた人間の心理的性質についての学
説も，人格の心理的性質への依存関係を考慮にいれないような，心理活動についての，心理過程の
経過の合法則性についての学説も，建設することはできない」としている。（22，430）
　こうした論理を支える，ルビンシュテインの基本的テーゼは，よく知られているように，「外的
原因は内的諸条件を媒介として作用する」であった。ルビンシュティンは，それまでの「機械的決
定論」に弁証法的決定論を対置しているのである：「人格の心理学は，しばしば，心理現象を説明
するにあたって，機械論的決定論に直接的に対立した立場から出発している。機械論は心理現象を
外的影響から直接に導き出そうとする。人格主義的心理学，すなわち，人格から出発する心理学
は，心理現象を説明するにあたって，反対の立場に，すなわち，人格の内側性質または傾向からの
み出発して心理現象を説明することにすべり落ちていく。心理現象のこのような説明の試みは，機
械論的構想の裏側にすぎない。このゆえに，問題の解決およびこのアンチテーゼの危険を，それら
を結合して，外的影響と心理現象が人格によって内的に条件づけられていることを考慮にいれなけ
ればならないと主張し，このようにして二要因理論を採用することに求めることはできない。外的
影響と内的条件は一定の仕方で相互に関係づけられるべきである。われわれは，外的原因（外的影
響）は内的条件によって媒介されてのみつねに作用する，ということから出発する」。（22，421－
422）
　ルビンシュティンは，こうした「決定論」の文脈のなかで，人格を定義しているのである。ルビ
ンシュティンによれば，人格は，「あらゆる外的影響がそれを通して屈折されるところの，内的諸
条件の一つに結びっけられた総体として現われる」のである。「外的諸条件」と「内的諸条件」の
連関についていえば，主要な役割を演じているのは，「外的諸条件」であるが，「心理学の主要な課
題は，内的諸条件の役割を解明すること」にあるというのである。まさに，ルビンシュティンにと
って，人格の問題が，かれの心理学の一般的，理論的構想を規定するものであったのである。
　それでは，「内的諸条件の一つに結びつけられた総体」一人格一とは具体的には何であったか。
ルビエシュテインの「人格の構造」，「構成要素」とはつぎのようなものであった。
　（1）あらゆる人びとにとって共通の特徴。たとえば，視覚の諸性質と，これによって決定されてい
る眼の構造。「これらの条件が不変であるので，それに対応する視覚の諸性質もまた，視覚装置の
構造そのものとその機能のなかに定着されていて，あらゆる人びとにとって共通である」。
　（2）「与えられた社会体制の諸条件のもとで生活している人びとにとって類型的に共通」の特徴。
たとえば，母国語の音韻的構造によって条件づけられている音韻聴覚の特殊性。
　（3）「その人にとって特有の外的諸条件と内的諸条件との相互関係によって条件づけられた，個人
的屈折のうちに現われる」特徴。
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　（4）「人間の社会的に有意義な行動または活動を条件づけているような諸性質」。それらのなかで
「基本的な位置を占めるのは，その人が自らに提起するもろもろの動機や課題の体系」であり，「他
の人びとにたいするその人の関係を実現し，または表現している動作を条件づけているその人の性
格の諸性質」であり，「社会的に有用な活動の歴史的に形成された諸形態にその人をふさわしいも
のにしているところの諸性質」である。（22，423－424）
　っぎに，「人格の形成」，「人格と活動」についてのルビンシュティンの論理をとりあげてみよう。
ルビンシュテインによれば，「人格は人間と環境的世界との相互作用のなかで形成される。人間は，
世界との相互作用のなかで，その遂行する活動のなかで，たんに自己を現わすだけでなく，形成さ
れもする」のである。　（1426）ルビンシュテインにとって，人格としてあらわれる「客観的実在」
とは，実在的な個人，生きて，活動している人間であった。
　このような観点から，ルビンシュテインは，さらに人格の概念を明確にしている。ルビンシュテ
インは，「人格としての人間は，社会的諸関係の体系における単位として，その実在的な担い手と
して現われる。」とのべている。さらに，「人間は，環境への自己の関係を意識的に規定しているが
ゆえに，人格である。……人間は，あらゆる社会的に有意義なものにたいする最小限の中立性，無
差別性，無関心性と，最大限の〈党派性〉をもつばあいに，最大の程度に人格である。このゆえ
に，人格としての人間にとっては，意識が，知識としてばかりでなく態度としてもまた，このよう
な基本的な意義をもっている。意識なしには，意識的に一定の立場をとる能力なしには，人格は存
在しない」というのである。（22，427）
2・心理的過程と人格の特質（ア・ゲ・コヴァリョフ）
　すでにのべたように，コヴァリョフには，これまでの心理学的研究の「根本的欠陥」が明らかで
あった。
　コヴァリョフは，ルビンシュテインの「その心理活動から切りはなされた人間の心理的性質につ
いての学説も，人格の心理的性質への依存関係を考慮にいれないような，心理活動についての，心
理過程の経過の合法則についての学説も，建設することはできない」というテーゼから出発してい
る。コヴァリョフは，ルビンシュティンの論理から，①心理的過程は活動としてとらえられねば
ならないこと，②心理的過程こそ，そこから人間の心理的特質が形成される「建築材料」であるこ
と，したがって，③心理的活動と心理的特質の形成は同時に行われ，統一的過程として把握される
ことを引きだしているのである。（7，23－24）
　コヴァリョフによれば，「ソビエト心理学では，最近まで，人格の特質の形成の分析のさいにほ
とんど心理的過程を考慮しなかったが，その反対の影響，心理的過程の流れにたいする心理的特質
の影響は外くの研究者が提起している（べ・ゲ・アナーニエフ，ア・ア・スミルノブ，べ・エム・
チェプロフ，ヴェ・エヌ・ミャシシチェフなど）」のである。
　コヴァリョフは，〈人格の心理学〉（1970）（15）において，まず，心理的過程と心理的特性の「性
格」と「相互作用の性格」を明らかにしようとしている。
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　（1）人間の心理的生活において基本的なものは，現実の反映を確保し，知識，技能，生活経験，社
会的活動を確保する心理過程（感覚，知覚，記憶，思考，想像，情緒的，意志的過程）である。
　（2）それと同時に，心理的過程は，「行動の習慣的調整者」となり，人格の現実にたいする「積極
的態度」を確保する。
　（3）心理的過程は，一般に，認識的過程，情緒的過程，意志的過程に分類することができる。
　（4）人格の特質とは，その人間にとって典型的な，活動の行動の一定の水準を確保する，安定した
構造と理解されねばならない。「心理学においては，まだ明確な人格の特性の分類はないが，通常，
人格の傾向，気質，能力，性格といった特性があげられている」
　（5）特質それ自体は，外からの作用を直接に反映しない。特質は，具体的人間の反映活動の歴史の
「結果」である。
　⑥人間の特性は，いろいろな「起源」をもっている。「類的特性」。①有機的欲求：これは系統発
生的に，人類の歴史的発達の過程で形成されたものである。②高次神経活動のタイプをあらわす気
質の特性。そのほかの特性は，「人間の人格の個体発生的発達の結果」である。
　（7）心理的過程にもとついた，特性の形成は，「複雑な現象」であり，ある心理学者（ア・カ・ペ
ロフ）は，反復による過程の「強化」の結果として特性が形成されると理解し，またある心理学者
（エス・エリ・ルビンシュテイン）は，過程の「一般化」の結果として形成されると考えている。
「われわれは，過程からの特性の形成は，通常考えられていたより，はるかに複雑な現象であると
思っている。問題は，過程の強化や一般化にだけあるのでなく，何よりもまず，いろいろな過程
の，ある様式への統合にある」と考えられるのである。（7，25－27）
　こうして，コヴァリョフは，「過程と特性の相互作用」の問題を，それまでの実験的研究の資料
を一般化するかたちで整理し，「心理的過程から特性の形成のメカニズムの問題」を提起している
のである。
3．　〈人格的アプローチ〉の形成（カ・カ・プラトノブ）
　プラトノブは，ソビエト心理学における〈人格的アプローチ〉の系譜をつぎのようにとらえてい
る：
　（1）「〈人格的アプローチ〉を，十分にはっきりと定式化した最初の研究書は，1935年に出版され
た，エス・エリ・ルビンシュテインの〈心理学の基礎〉である」。〈心理学の基礎〉では，心理的現
象の伝統的な，機能的分析の前に，意識と活動の統一性の論理を展開した「意識と活動」という部
がおかれている。ここにすでに，後に〈一般心理学の基礎〉で発展させられる，〈人格的アプロー
チ〉をみることができる。ルビンシュテインにとって，　「その現実的具体性における人格の心理学
が心理学的研究の基本的対象」であったのである。
　（2）「この時期から，人格的アプローチがきわめて多様な心理的現象の研究に体系的にあらわれは
じめる」。たとえば，知覚の研究についていえば，それまでまったく機能主義的見地からなされて
いたが，チェプロフの古典的著作く音楽的才能の心理学〉（1946）は，〈人格的アプローチ〉の観点
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から研究されたものであった。この時期のこうした傾向の研究には，エリ・イ・セレッカヤ，ユ・
イ．シュピーゲリ，べ・ゲ・アナーニエフなどの研究をあげることができる。〈人格的アプローチ〉
の立場にたった「もっとも完全」な知覚の研究は，ア・ア・ボダリョフのく人間による人間の知
覚〉（1965）にみられる。
　（3）「心理科学の体系を，教科書は多かれ少なかれ完全に反映しなければならない」のであるが，
これまで「教科書や参考書の多くは人格的アプローチを提起していない」のである。教科書が〈人
格的アブ゜ローチ〉を欠いている点について，すでに30－40年代に，デ・ア・ウズナーズェははっき
り指摘している。もちろん，教科書の「伝統的構造」の再構成をく人格的アプローチ〉によって実
現しようとする試みはみられた。たとえば，「テ・ゲ・エゴロフは，教科書（1952）の最初の章に
人格についての理論をおき，意志についての章を能力と性格についての章の間においているが，人
格的アプローチはほかの章においても，全体としての教科書にも主導的なものにはなっていない」。
ゲ・ア・フォルトウナトフの教科書（1950）では，「このことがよりうまく行われている」が，「ゲ
・ア・フォルトウナトフの教科書には，ほかの教科書と同じように，まだ人格の構造にたいするほ
のめかしも見られないのである」。
　（4）「明らかに，人格の構造的理解は，心理学における人格的アプローチの実現のもっともみのり
多き形態のひとっである。ソビエト心理科学の発達は，人格的アプローチと構造的アプローチの漸
進的結合，融合を証明している。このプロセスは，実際に観察できる。たとえば，ア・ゲ・コヴァ
リョフの〈入格の心理学〉の初版では，なお人格についてg知識が，心理学の教科書の多くでなさ
れたように，一定程度伝統的な，人格の個々の特性を並列してとらえる見地から集められ，一般化
されている。第2版では，〈構造が，状況と労働の対象の要求にしたがって活動と行動を調整する
最高の水準である〉という命題を実現しようとする試みが行われている。ここでは，人格の構造に
ついてまだ何も明らかにしていないが，人格的アプローチを実現するもっともみのり多き方途につ
いての問題が提起されているのである」。（12，206－212）
　それでは，（4）でのべた人格的アプローチの実現のもっともみのり多き形態のひとつとしての人格
の「構造的理解」とは，プラトノブにとってどのようなものであったか。この問題について，プラ
トノフは，「われわれがみてきたように，構造的分析のためには必要で，十分な数の下部構造を見
分けねばならない。多年にわたり究明された人格の動的，機能的構造（dinamicheskaja　funktsionaljn－
aja　struktura）の概念（16）において，われわれは4っのこうした下部構造（podstruktury）をとりだし
ている。そこには，その数はいろいろであるすべての人格の特性（特徴）を含ませている。人格の
基本的下部構造の見分けは，われわれにおいては，つぎの基準によっている」とのべている。（13，
77）
　（1）いろいろな下部構造にあらわれる生れつきのものとかくとくされたもの，生物学的なものと社
会学的なものの関係が第一の基準である。このばあい，全体としての人格にとってもっとも本質的
な第一の下部構造には，‘ 烽ﾁぱら社会的に条件づけられた人格の特徴（傾向，態度，道徳的資質）
がはいる。知識習熟技能，習慣が含まれる第二の特徴には，すでに生れつきの特性の影響がみ
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られる。この影響は，個人的特質や反映の形態としての心理的過程に依存している。人格の特性が
はいる第三の特性ではさらに強くなる。そして，人格の体質的特性を含める人格の第四の下部構造
においては，生れつきのものがはっきりかくとくされたものに優越するのである。
　（2）人格の特徴の「内的関係」が，4つの人格の下部構造を見分ける第二の基準である。われわれ
は，ヴェ・エヌ・ミシャシシチェフ，ア・ゲ・コヴァリョフ，ヴェ・エス・メルリンとちがい，性
格も，能力も人格の基本的下部構造とは考えない。
　（3）下部構造のそれぞれが「自己特有の形成の基本的形態」をもっているという事実が，4つの人
格の下部構造を見分ける第三の基準になる。第四の人格の特性は，オルガニズムとしての人間の特
性と同じように，行為の十分な反復，トレー一ニングによって形成される。第三の下部構造の特性の
形成にとっては，反復は必要であるがそれだけでは不十分である。練習のかたちをとり，なしとげ
られた結果との関係によって補足されねばならない。第二の下部構造の特性の形成には，練習が
（したがってトレーニングも），教授のかたちをとる習得されるものと習得されたものの関連によっ
て補足されねばならない。第一の下部構造の特性の形成には，教授も，練習も，トレーニングも必
要であるが，それだけでは不十分である。訓育によって補足されねばならないのである。
　（4）「もっとも重要な，下部構造を見分ける第四の基準」は，構成要素の間の関連の特殊性におけ
る原則的ちがいである。因果関係は，ある下部構造の内部においてよりも，いろいろな下部構造の
構成要素の相互作用によりはっきりあらわれる。
　ところで，プラトノブにとって〈人格的アブO－一チ〉とは何であったか。プラトノブは，〈心理
学の体系について〉（1972）でつぎのようにのべている：
　「人格的アブn－一チは，人格をすべての外的作用が屈折する，ひとつに結びつけられた内的諸条
件の総体として理解する。人格的アプローチを，われわれは，心理学の原理のひとつととらえてい
る。どんな心理的現象であれ，それが活動にあらわれる心理的過程，状態人格の特性であれ，し
たがって，これら活動とその要素そのものが，全体としての人格による制約性を考慮することなし
に正しく理解できないのである」。（12，116）〈人格の心理学的構造〉（1966）では，「人格的アプロ
ーチは，人間にたいするアプローチであり，人間について何らかの客観的関係が確立されるアプロ
ーチである。何らかの程度において，人格のすべての複雑性とそのすべての個人的特性を考慮した
ところの，換言すれば，所与の具体的人格の個人的，動的，機能的構造を考慮したところの，まさ
しく全体的人格へのアプローチである」とのべられているのである。
　これまで，人格の問題をめぐっての，ルビンシュテイン，コヴァリョフ，プラトノブの論理をか
んたんにとりあげてきた。つぎに，これらの理論的関連について，若干ふれてみたい。
　ルビンシュテインの論理は，きわめて難解で，抽象的である。それは，ある意味では，原則的問
題についての一般的，あるいは哲学的「指示」にとどまっているともいえる。ポジョヴィッチの
「たしかに，人格の問題の多くの点で，ルビンシュテインは，独創的ではなかった。ルビンシュテ
インは，ソビエトの心理学者たち：エリ・エス・ヴィゴツキー，ア・エス・レオンチェフ，ヴェ・
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エヌ・ミャシシチェフの命題を体系化したにすぎない」（3，132）という評価については，意見が
分かれると思われるが，少なくともここでとりあげたコヴァリョフとプラトノブにたいするルビン
シュテインの決定的な影響は認めざるをえないのである。
　よく知られているように，ルビンシュテインによって提起された唯物論的心理学の原理は，①心
理の発達の原理，②意識と活動の統一性の原理，③弁証法的決定論の原理にまとめることができ
る。これは，まさに現代のソビエト心理学の原理でもあるのである。
　コヴァリョフは，この意識と活動の統一性の原理を，人格と活動の統一性の原理，さらには人間
の「心理的活動」の統一性の原理の方向で，しかもそれまで集積されていた心理学のデータを一般
化しながら，「人格心理学」を構築しようとしている，と位置づけることができる。
　プラトノブのばあいは，「ルビンシュテインと完全に同意見である。そして，かれと同じく外的
原因（外的作用）は，つねに内的条件をとおして，間接的に作用するだけである，ということを考
えの出発点」としているのである。プラトノブは，ルビンシュテインの弁証法的決定論の「理念」
に導びかれながら，人格の概念についても，人格の構造についても，史的視野のもとに，それらの
理論の系譜と展開をまとめ，自らの理論のうらづけとしている。すでにとりあげた，〈人格的アプ
ローチ〉と人格の構造の〈動的，機能的〉把握の視点は，プラトノブによって具体化されたものと
考えることができるのである。
　もちろん，ルビンシュテインの「心理学」，コヴリョフの「人格心理学」，ブラトノブの〈人格的
アプローチ〉と人格の構造の〈動的，機能的〉把握，それぞれの問題点について語ることはできる。
しかし，それはこの考察の範囲をこえるものであろう。そのためには，さらに綿密な「予備的作
業」が必要であるからである。
　（註）
（1）チェプロフの「心理学」の内容：心理学の対象と課題と方法，心理の発達，感覚，知覚，感情，注意，
　　記憶，想像，思考と言語，意志，活動の心理学的分析，人格の心理学的特徴づけ。第12章「人格の心理
　　学的特徴づけ」，第6節「ソビエト人の性格の特徴」は，まったく新らたにかき加えられたものである。
（2）アルテモフの「心理学講義」は，教育大学のプログラムに基づいたものである。教育大学，大学の文学
　　部，外国語学部用の参考書としてかかれており，したがって，「言語と思考」に多くのページがさかれ
　　ている。その内容：心理学の定義と対象，心理と意識の発達，心理学の課題，分野，方法，感覚，感覚
　　の心理学的法則性と特性，母国語と外国語の音声感覚の特性，知覚，知覚の心理学的法則性と特性，空
　　間と時間の知覚，美的知覚，言語の知覚，表象，思考，判断と推理についての心理学説，インフォメー一
　　ションとサイバネティクス理論における思考の問題言語の心理学，感情，道徳感情，知的感情，美的
　　感覚，意志，注意，言己隠，習熟と習慣，創造の心理学，人格の心理学的特徴づけ，性格，気質，能力と
　　才能など。
（3）イワノブの「心理学」の内容：1．心理学の一般的諸問題：心理学の対象，意義，課題，方法，心理の
　　神経一生理学的基礎，心理の発達，11．心理的過程：感覚，知覚，記憶，想像，思考，言語，注意，感
　　情（情緒），意志，習熟と習慣，皿．人格の個人的，年齢的特性；人格の個人的特性，子どもの年齢的
　　特性の心理学的特徴づけ。
（4）教育大学用教科書の内容：工．心理学の一般的諸問題：心理学の対象，課題，方法，高次神経活動，心
　　理活動の発達，人間の意識，皿．認識過程：感覚，知覚，注意，記憶，思考，言語，想像，皿．欲求と
　　感情：欲求と活動の動機，情動と感情，rv．意志的行動と技能：意志的行動，技能，　V．個人の心理的
　　特性：才能，高次神経活動のタイプと気質，性格。
（5）第1章の執筆者は，エス・エリ・ルビンシュティン，ア・エヌ・ソコロフである。
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（6）第5部，第17章「性格」は，ヴェ・ア・クルチェツキーが担当している。
（7）第1章，第1節，第3－5節の執筆者は，ア・イ・ラーエフである。
（8）第1章，第2節と第13章「人格とその傾向」一第16章はア・ゲ・コヴァリョフがかいている。
⑨　内容：1，心理学序論：心理学の対象，心理と意識の発達，現代心理学の状況，構造，方法，ll．人格
　　と活動：人格の心理学的特徴づけ，人格関係の心理学，人格の活動の一般的特徴づけ，注意，言語，皿
　　人格の認識過程；感覚，知覚，記憶，思考，想像，IV．人格の活動の情緒一意志的側面：感情，意志，
　　V．人格の心理学的特性：気質，性格，能力。この参考書の作成には，ア・ヴェ・ペトロフスキー，エ
　　ム・ゲ・ヤロシェフスキー，ヴェ・エス・ムーヒン，カ・カ・プラトノブ，エリ・べ・イテリソン，
　　エヌ・エフ・ドブルイニン，ア・ア・レオンチェフ，テ・ぺ・ズインチェンコ，ゲ・カ・セレダ，ア・
　　ヴェ・ブルシリンスキー，ゲ・ア・フォルトウナトフ，ぺ・エム・ヤコブソン，ヴェ・エス・メルリン
　　など著名な心理学者たちが加っている。ペトロフスキーは第1章，第3，4，13，18章を担当している。
　　　ソビエトで，教育大学用の心理学教科書や参考書の「集団労作」が一種の伝統になるのは，ペトロフ
　　スキーによれば，コルニーロフ，チェプロフ，シュヴァルッの「心理学」（1938），コスチュークとウク
　　ライナの心理学者たちの「心理学」（1939）以来である。
⑩　この参考書の草稿は，「心理学と教育学の偉大な専門家」，モスクワ教育大学心理学講座のア・ヴェ・ペ
　　トロフスキーとレニングラード大学教育学，教育心理学講座のユ・ア・サマリンによる「科学的承認」
　　を得たものであった。その内容：心理学の対象・課題・方法，高次神経活動と心理，心理の発生，発達
　　と人間の意識，人格と活動についての一般的概念，感覚，知覚，表象，記憶，思考，言語，想像，注
　　意，情動と感情，意志，活動の心理学，習熟，技能，習慣，入格の傾向，能力，気質，性格。
㈹　ゲルッェン名称レニングラード教育大学心理学講座の「心理学」の初版（1966年）と第2版（1973年）
　　の比較：
初版（1966年），451頁 第2版（1973年），351頁
　　第1部　心理学の一般的諸問題
第1章　心理学の対象と方法
第2章心理学の自然科学的基礎
第3章　心理の発達
　　第2部　心理過程と人格の特性
第4章感覚と感受性
第5章　知覚と観察力
第6章　注意と注意深さ
第7章　記憶と表象
第8章想像と創造
第9章　思考と人格の知的資質
第10章　言語と人格の言語的特性
第11章　情動，感情と人格の情動的特性
第12章意志的過程と人格の特性
　　第3部　人格の心理的構成
第13章　人格と人格の傾向
第14章　高次神経活動のタイプと気質
第15章　性　　格
第16章　能　　力
　　第4部　活　　動
第17章　活動の心理学
　　第1部　心理学の一般的諸問題
第1章　心理学の対象
第2章　心理学の方法
第3章　科学としての心理学の状況
第4章　心理の発達に意識
第5章　人格，人格の構造と傾向
第6章　人格間関係の心理学
第7章　活動の心理学
第8章　コミュニケーション，人格の言語的特性
第9章注意と注意深さ
　　第2部　心理過程と人格の特性
第10章　感覚と人格の感覚組織
第11章　知覚と観察力
第12章　記憶と表象
第13章　思考と人格の知的資質
第14章　想像と創造
第15章　情動，感情と人格の情動的特性』
第16章　意志と人格の意志的特性
　　第3部
第17章　気
第18章性
第19章能
人格の個人一体質的特性
　質
　格
　力
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⑬　テフニクム用教科書の内容：1．心理学の一般的諸問題：心理学の対象・課題・分野，心理の本質と発
　　達，高次神経活動，II，心理過程と心理状態：感覚，知覚，記憶，思考と言語，情動と感情，意志，注
　　意，精神運動性，皿．人格についての理論：人格の傾向，人格の経験，気質，性格，能力，人格研究の
　　方法，IV。労働心理学の基本的分野。
㈲　内容：1．心理学序論；心理学の対象，脳と心理，心理科学の課題と方法，心理の発達と意識　H．入
　　格と活動の一般的特徴づけ：人格とその形成，活動の概念，意識的活動の条件としての注意，皿．人格
　　の認識過程：感覚，知覚，記憶，思考，言語，想像，IV．人格と活動の情動一意志的特徴づけ：感情，
　　意志，V．人格の個人一心理学的特性：人格の傾向，気質，性格能力，　W：人格の労働活動：活動の
　　基本的形態としての労働，習熟，技能，習慣，vr．低学年の心理学。
㈲　ルビンシュテイン（Rubinshtein，　S．　L．1889－1960）の最初の著作は，〈Eine　Studie　zum　Problern　der
　　Methode＞（1914），最初の心理学的論文は，〈カール・マルクスの著作における心理学の諸問題〉（1934）
　　である。
㈲　コヴリョフ（Kovalev，　A．　G．1913－）の〈人格の心理学〉は，レニングラード大学における特殊講義
　　（1951－1961）を基礎にしている。1970年に出版された第三版に新しくつけ加えられた節は，「〈人
　　間〉，〈人格〉，〈個性〉の相互関係」，「人格の心理学と社会心理学」，「人格の意志的積極性」，「自己教育
　　の前提」，「人間のいろいろな発達殺階における人格の特性」などである。これらは，60年代後半期のソ
　　ビエト心理学における〈動向〉をはっきり反映している。
⑯　プラトノブが，〈人格の動的，機能的構造〉をはじめて発表したのは，〈教育アカデミヤ通報〉（1953）で
　　ある。その後，〈人格と労働〉（1965），〈医学の哲学的，社会的諸問題〉（1966），〈社会主義における人
　　格〉（1968），ここでとりあげた〈心理学の原理としての人格的アプローチ〉（1969），〈能力の諸問題〉
　　（1972），〈心理学の体系について〉（1972），〈心理学〉（1972）などでこの論理を展開している。
㈲　ポジョヴィッチは，〈児童期における人格と人格の形成一心理学的研究一〉（1968）でルビンシュテイン
　　の人格理論の抽象性を批判している。「具体的な心理学的研究にとってはあまり役にたたない」とのべ
　　ている。
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Problema　lichnosti　v　sovetskoi　psikhologii
　　Lichnostl　slozna　i　mnogogranna．　Imenno　poetmu　ona　issleduetsja　razlichnymi　naukami，　kaz．
dala　iz　kotorykh　rassmatrivaet　ee　v　sootvetstvii　sQ　svoei　spetsi丘ko五．
　　Sovetskaja　psikhologija　iskhQdit　iz　polozhenija，　chto　psikhika　cheloveka　imee亡sotsialjnuju
prirodu　i　razvivaetsja　pod　opredejajushchim　vlijaniem　sotsaljnoi　sredy．　Na　opredelennom　uro－
vne　sotsaljnogo　i　psikhicheskogo　razvitija　chelovek　stanovitsla　lichnostjju．　No　v　sovetskoi
psiknologii　net　eshche　polnostjju　udovletvoritelykh　psikhologicheskikh　kontseptsii　lichnosti．
　　Soglasno　kontseptsii，　razvitoi　S．　L。　Rubinshte三nom　vneshnie　prichiny　deistvujut　cherez　pos－
redstvo　vuntrennikh　uslovii，　kotorymi　i　javljaetsja　cama　lichnostl，　Vzgljady　S．　L．　Rubinshteina
na　iichnostj　poluchli　v　sovetskoi　pslkhologii　znachitelinyi　rezonans．　Vo　vsjakom　sluchae　i
A．G．　Kovalev，　i　K．　K．　Platonov，　i　mnogie　drugie　psikhologi　chasto　iskhodjat　iz　polozhenii，
vyskazannykh　S．　L．　Rub五nshteinom．
　　Eto　rassmotrenie　sostoit　iz　sledujushchego　razdelov：
　　1．「Psikhologila」iproblema　lichnosti．
　　2．Uchenie　o　lichnosti．
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